


Q 展示会での活用方法も
　お聞かせください。
A 展示会では資料を渡すだけでは弱
いので、ブース自体に掲げる文言も藤
冨さんに相談しています。普通は会
社名だけですが、当社が何を作って
いて、どんな場面で役立つのかをア
ピールするキャッチコピーを掲げる
んですね。それで興味を持ってブー
スに入られると、その資料（事例パ
ンフレット）をより印象づけられる
んです。

Q 展示会後に商談に
　至るのはどのくらいですか？
A 5％以上は常にキープしています。た
だ件数以上に感じるのは、商談一つ
ひとつの濃さですね。当社が提供で
きる技術やノウハウと、先方のニーズ
とがうまくマッチングできているから
で、それは藤冨さんのアドバイスを受
けて相乗効果を出す工夫を重ねてき

た結果だと実感しています。

Q デンソーの次に連なる
　顧客獲得も順調ですか？
A 自動車関係のエレクトロニクス分野
では、部品メーカーでも電気関係のニ
ーズが高いのです。車載機器は氷点下
から灼熱まで厳しい温度条件が求め
られますが、メンター・グラフィックス
社の熱抵抗測定器「T3ster（トリスタ
ー）」で評価をする時に、当社の治具
もあると生産性が上がるというので
同時に採用していただく流れができ
ています。もう一つニーズの高い分野
が、電車やエレベーター、電気自動車
に組み込まれるパワー半導体です。
この分野の世界トップ3は三菱電機、
富士電機ともう一つはドイツの企業
ですが、日本の2社が当社のお客様な
んです。

Q 次なるインパクトユーザー
　の獲得ですね。今後の
　展開はどうお考えですか？
A この1～2年で注目度が上がったお
かげで、技術的な困難事例を相談さ
れる機会が格段に増え、当社を高い
レベルに引き上げていただきました。
実は去年、日本国内の中小企業では2
番目に当社がトリスターを導入した
んです。これによってトリスター用の
測定治具を作る時に、今後はさらに
技術的課題を速やかに抽出できます
。人材面でもトリスターに習熟した
貴重なエンジニアを採用できたので
、シミュレーションの体制を強化し、
売上拡大の基盤を着々と整備してい
ます。

Q 新社屋への移転も
　果たされましたね。
A 事務室や来客用の個室も含めて107
坪あり、作業スペースの天井高も3ｍ
以上なので大型機器の熱計算も請け
負える環境ですね。社屋が新しくなっ
て高度な装置が導入でき、それを使い
こなせるスキルのある人材も加わった
ことで、会社としての技術レベルも1歩
2歩先に進むことができました。

Q 藤冨さんからの影響は
　大きかったですか？
A そうですね。藤冨さんの指導でキー
ワードを突き詰めていくうちに、自分
たちの強みが言語化でき、当社にでき
る事が対外的に明確になりました。ま
た、お客様が何を価値と思ってくれる
のかを自ら理解できるようにもなりま
した。藤冨さんは1業種1社でコンサ
ルティングされているので、当社の
ような業界は分かりづらく苦労され
たと思うのですが、我々が気づいて
いない強みを見つけて、「お客さん
もそこに響いてくれますよ」と言って
くださるんです。弱みを補っていく
より、強い部分をさらに強化してい
くほうがお金も時間もかからず、リ
スクが無いですよね。そこを引き出
していただいているのには、本当に
感謝です。

Q 今、藤冨さんと一緒に
　行っているプロジェクトは
　何ですか？
A マンガを使った紹介資料の作成に
関して助言をもらっています。当社の
商品や評価対象のデバイスなどをキ
ャラクター化して、技術者ではない
経営者や決裁者にも分かりやすいツ
ールを目指しているんです。藤冨さん
にはキーワードやせりふの言い回し
など肝心なところをお手伝いしても
らっています。

Q 様々な施策を同時並行で
　動かしているのですね！
　ちなみに、売上の推移も
　お聞かせ頂けますか？
A デンソーの事例パンフレットを作成
した頃が年度売上7000万円で、今期
は2億2000万円ですから、3年で3
倍強になりましたね。経営計画では
3年後に5億、5年後に8億を目標と
していて、かなりアグレッシブな数
字ですが、具体的に何をすべきかが
イメージできているので実現可能と
思っています。藤冨さんに助けてい
ただきながら目指したいですね。

ありがとうございました。
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